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Ⅰ．はじめに
　全国の主要都市の多くは城下町に起源を持
つ。その城下町建設のプランと変容については矢
守（1970）をはじめとする多くの研究業績があ
り、近年はまた様々な視点からの城下町研究が
進められている（関戸・木部 1998、中西 2000、
2003、横尾 2000、渡辺 2002、渡辺 2000 など）。
しかし主要城下町に比べて、かつては全国に数多
くあった小城下町の研究は、史料の現存状況のた
めからか渡辺（1998）や梶田（2002）などがあ
るにすぎない。そこで、本稿は譜代大名の小城下
町のプランと町の変遷過程を明らかにすることを
目的として、遠州横須賀城下町（現、静岡県掛川
市／論文作成時には小笠郡大須賀町）を取り上げ
る。
   使用する主な史料は「遠州横須賀惣絵図」（個
人蔵：複写を利用）、「遠州横須賀御城及御城下図」
（大須賀町教育委員会所蔵）、「横須賀城古図」（大
須賀町教育委員会所蔵）の 3 枚の絵図と、『横須
賀惣庄屋覚帳』（大須賀町教育委員会所蔵、1692
年頃～ 1868 年）、『士分建家軒数取調帳』（大須
賀町教育委員会所蔵、1869 年発行）、『士族屋敷
宅地割図」（大須賀町教育委員会所蔵、明治初期
発行）、『校正郷里雜記』（大須賀町教育委員会所蔵、
発行年不明、ただし『郷里雑記』は享保期に書か
れた）である。これらを整理、分析し、横須賀城
下町の建設過程、変遷過程、武家屋敷地域の配置、
地域制、屋敷割の特徴、町屋地域の機能、祭礼と
の関係を考察していき、城下町全体の地域構造を
明らかにしたい。
   旧横須賀城下町は現在の静岡県掛川市の南部、
遠州灘に近い位置にある。戦国時代に遠江国を領
していた徳川家康は武田氏の前哨基地である高天
神城を攻略するため大須賀康高に命じて横須賀
に 1580（天正 8）年に城を建設させた。横須賀
城は山城から平城に移る中間期の平山城としての
特徴を備え、中世城郭と近世城郭の二つをあわせ
もっている。はじめは軍事的要塞であったが、高
天神城落城後は掛川、袋井、浜松、相良へ通じる
街道による陸上輸送と横須賀湊から江戸への海上
輸送など交通の要衝として明治維新まで遠州南
部の拠点とされていた（図１）。表 1 によれば、
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表１　歴代城主一覧
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1580 年に横須賀藩初代の大須賀康高が入部して
から明治維新までに 20 人が城主になっている。
また、1682 年からの 200 年間は西尾氏による
支配が続いた。石高は、江戸幕府成立から本多氏
転封までの近世前期には5万石前後のこともあっ
たが、西尾氏時代は概ね 3 万５千石で一定して
いた。
   城下町屋の起源としては、『校正郷里雜記』に
よれば、城下町建設以前の横須賀には三社市場と
いう馬継ぎの宿場が置かれていた。この地は山裾
を東西に延びる街道と谷筋をたどって東海道に出
る街道が通り、古くからここに物資が集散し町場
ができていた。本格的に城下町の建設が始められ
たのは 2 代城主大須賀忠政の時からで、三社市
場の町場を核にして城下の町割を行ったという。
Ⅱ．横須賀城下町の歴史的変遷
（1）城下町の建設過程
　城下町の建設は次の４つの時期に分けられる。
第 1 次建設期は大須賀忠政が城主であった 1588
～ 1591 年、第２次建設期は忠政が久留里から再
び横須賀に転封して城主となった 1601 ～ 1607
年、第 3 次建設期は井上正利が城主となった
1628 ～ 1645 年、第 4 次建設期は本多利長が城
主となった 1645 ～ 1682 年である。このことを
ふまえて図２を見ながら城下町の建設過程を述べ
る。
　第 1 期では三社市場の町場を整備し町屋を建
設し、西本町、中本町、東本町（図２中 7・8・9）
を建てた。町屋を普請する者には奥行き 16 軒、
図１　明治期の横須賀周辺の地図　　「輯製二十万分一図　復刻版」より引用
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間口は望み次第の地所と竹木を与え、その上年貢
免除、末代まで諸役免除などの優遇策が行われた。
侍町は城に隣接する坂下の谷、石津（図２中Ｅ・Ｆ）
に配置した。第 1 期は町屋普請が始められた時
期であり、西・中・東本町が完成していたかどう
かは不明である。
　第 2 期では本町から城までの間の町屋が完成
した。新町（図２中 1・2）は築城以来城の南にあっ
た片側町を城の東に移転させたものであり、その
すぐ南側に田町（図２中 3・4）を建てた。これ
らの町人町は第 1 期からすでに町屋普請が始め
られており、その後も普請が進められ、この時期
に完成した。これらの町人町は第 1 期に建てら
れた町と建設開始時期はほぼ同じと思われる。そ
のため第 2 期に建てられた町を普請した者にも
優遇策がとられたと思われる。
　第 3 期には井上正利が入封したが、家中大勢
のため家臣の屋敷が不足していた。そこで西大
渕村の百姓屋敷や寺を移転させ、一、二、三番町
（図２中 A・B・C）を建てた。町屋地域では東本
町より東側の新屋町、十六軒町、川原町（図２中
10・11・12）が建てられた。この 3 町はいずれ
も 1634 年に建てられた町である。十六軒町はは
じめ西大谷川の東にあり川原町と同町であった
が、1644 年に西大谷川の改修が行われた際に川
の西側に移されて川原町と分けられた。
　第 4 期には愛宕下、樹木ヶ谷、枕町などの侍
町と石津、大倉之谷、小谷田などの足軽町が建て
られた。すべての足軽町は第 4 期に建てられて
おり、城下町の外縁部に計画的に配置されている。
図２　町の配置と建設時期　　「遠州横須賀惣絵図」、『校正郷里雜記』により作成
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町屋地域では石津町、大工町が建てられた。大工
町（図２中５）は 1643 年に完成しており、明暦
年間（1655 ～ 1658）になってから東田町の南
に移されている。したがって惣町 12 町は第 3 期
に完成していた。また、石津町（図２中 13）は
元来百姓町だったので、第 4 期には新しい町人
町の建設は行われず、侍町、足軽町の建設が行わ
れただけである。
（2）城下町の変遷
　次に城下町が完成した 12 代城主本多利長の時
代から幕末までの横須賀城下町の変遷過程につい
て述べる。使用する史料は①「遠州横須賀惣絵図」
（1645 ～ 1682 年：正保期～天和期作製、以後
正保絵図とする）、②「横須賀御城及御城下図」
（1713 年：正徳 3 年作製、以後正徳絵図とする）、
③「横須賀城古図」（以後幕末絵図とする）の 3
枚である。図 3 は①、図４は②、図５は③を元
に作成した城下町地域構成図で、これらの図から
城下町の変遷を述べる。
　まず図 3 によれば、城郭から東側に向かって
町屋地域が細長くのび、それを囲むように北と南
に侍屋敷町が配置されている。（ただし「遠州横
須賀惣絵図」では侍屋敷と足軽屋敷が区別されて
いないため、図２では侍屋敷に足軽屋敷も含んで
いる。）寺社は北側の谷間と三番町の南西に計画
的に集中させて配置してある。また、町屋地域の
西田町、東田町や武家屋敷地域の坂下ノ谷など各
地に水路が掘られている。西、東田町付近は特に
水路が多く見られるが、これは清水家、柴田家を
はじめとする多くの廻船問屋が軒を連ねていたた
めである。この時期は入り江が城郭のすぐ南、西
田町のすぐ西側まできており、この入り江には横
須賀湊があった。この湊を利用し横須賀城下町は
年貢米や特産物などを江戸へ海上輸送する中継的
な港町として繁栄していった（町誌編纂委員会編
1980）。そしてその中心地は水路沿いの西、東田
町や東新町あたりであったと思われる。
   次に図３と図４を比較し、17 世紀中頃から 18
世紀初頭（正保～天和期から 1713 年頃）までの
変遷について述べる。大きな変化としては侍屋
敷、足軽屋敷が大幅に減少したことで、特に減少
図３　正保期～天和期の横須賀城下町の地域構成　　「遠州横須賀惣絵図」により作成
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が著しいのは西大谷の足軽屋敷である。正保絵図
ではこの地域に空家も含めて 147 軒の屋敷が確
認できるが、正徳絵図では4軒しか確認できない。
南の部分の 4 軒が残っているだけで、それ以外
はすべて畑に変わっている。また、西大谷以外で
も山畔、南町で足軽屋敷が半減している。この侍
屋敷、足軽屋敷の激減の原因として考えられるの
は領主の石高が減少したことである。正保～天和
期は本多利長が領主で石高 5 万石に対し、1713
年の領主は西尾忠成（または忠尚）で石高 2 万
5 千石である。5 万石から 2 万 5 千石へ石高が半
減したため家臣も正保期～天和期に比べて相当少
なくなった。正保期～天和期では武家屋敷地域全
体で明屋敷を除いて 441 軒の屋敷があるが、正
徳期では明屋敷かどうか不明なものを含めても
300 軒に満たない。このことからも正徳期には
領主の交代に伴う急激な石高の減少によって家臣
数の減少が起こり、武家屋敷地域は著しく縮小し
たと思われる。
　先述したように横須賀城下町における横須賀湊
の役割は非常に大きかった。しかし、この湊は
1707 年（宝永 4）の大地震によって機能が衰退
し、城下町の構造に大きな変化をもたらした。表
２は『横須賀惣庄屋覚帳（以後は庄屋覚帳）』に
記されていた地震の被害状況をまとめたものであ
る。これによると川原町、新屋町、中本町、西本
図４　正徳期の横須賀城下町の地域構成　　「遠州横須賀御城及御城下図」により作成
表２　1707 年（宝永４）の大地震による町屋地域の被害状況
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町、東田町、西田町、東新町、西新町、石津町は
すべての家屋が被害を受けており、これらの町以
外の 4 町でも半数以上の家屋に被害が出ている。
つぶれ家屋、半つぶれ家屋、破損家屋を合わせ
ると 539 軒であり、これは全体の約 9 割になる。
このように13町すべてに大きな被害が出ている。
この地震による最大の被害は湊の機能が衰退した
ことである。図 3 と図 4 を見比べると入り江の
面積が狭まっていることがわかる。地震により地
盤が隆起したため入り江が縮小し、湊の出入り
口も塞がったという（町誌編纂委員会編 1980）。
こうして湊の機能が衰退し、年貢米や特産物など
の物資輸送は海上輸送から陸上輸送、河川輸送へ
と変わっていった。物資輸送ルートの変化に伴い
町屋地域の中心地も田町、東新町付近から本町付
近に変わっていった（町誌編纂委員会編 1980）
のである。このように湊機能の衰退は町屋地域の
構造に大きな変化をもたらした。
　最後に図４と図５を比較し、18 世紀初頭から
19 世紀前半（1713 年頃から幕末）までの城下
町の変遷を見る。前時期と同様に、この期間も侍
町、足軽町に変化が見られる。侍町では石津の南
部がすべて畑に変わっている。一番～三番町、枕
町では地域の面積は変化していないが、屋敷数が
増加している。正徳期では 99 軒であったが幕末
期には 118 軒あり、19 軒増加している。さらに、
足軽町の五軒町、十軒町がこの地域に建てられて
いる。また、二番町には中間小屋が武家屋敷に混
じって建てられている。このようにこの地域では
居住する家臣が増え、屋敷の細分化が進んでいっ
たと思われる。足軽町では樹木ヶ谷の南半分、山
畔の南半分が畑に変わり、小谷田の西側部分がな
くなっている。樹木ヶ谷では武家屋敷と足軽屋敷
が混在している。また、西大谷では畑であった地
に仲町が建てられた。
Ⅲ．武家屋敷地域の構造
　城下町において武家屋敷は一般的に、城郭内お
よびその周辺には身分の高い家臣の屋敷が置か
れ、身分が低くなるにつれてその屋敷は城郭から
離れた地域に置かれるという身分制的な配置をし
ている。そこで本章ではまず、横須賀城下町にお
いて武家屋敷がどのような配置をしていたのかを
図５　幕末期の横須賀城下町の地域構成　　「横須賀城古図」により作成
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考察する。本稿では史料の都合で幕末期の配置の
特色のみを考察する。史料は、屋敷地の総坪数が
記載されている幕末絵図、屋敷の建坪が記されて
いる『士分建家軒数取調帳』の 2 つを用いる。『士
分建家軒数取調帳』には屋敷の門についても記
されている。これによると横須賀城下町の侍屋敷
は長屋門が備えてある屋敷、塀重門が備えてある
屋敷、門が備わっていない屋敷の 3 つに分かれ、
順に身分の高低を示すと考えられる。表３は武家
屋敷地域の建坪数、表４は総坪数をまとめたもの
である。
Ａ．一番町
　一番町は総坪数の平均が石津についで 2 番目
に高い値であり、建坪でも高い値となっている。
また、一番町の屋敷はすべてに門が備えてある。
1861 年（文久元）の記録では平士役人と代官の
役職者が居り、一番町は上級家臣が住んでいたと
思われる。
B．二番町
   二番町については、建坪の史料が欠けているた
め総坪数のみで考察する。総坪数の平均は一番町
に比べると低い値であり、850 坪以上の屋敷地
がある一方で 250 坪程度のところもある。また、
幕末絵図では西端に中間小屋が 1 棟確認できる。
このように二番町では家臣の混住が見られる。２
軒の目付、名代、平士役人の役職者が居り、上級
家臣も住んでいた。
C．三番町
　三番町は総坪数、建坪とも低い値である。また、
37 軒中で門が備えられている屋敷が 6 軒しかな
い。ただ、門が備え付けられているといっても、
総坪数が 300 ～ 400 坪程度、建坪が 20 ～ 25
坪程度であり、上級家臣とはいえない。このよう
に三番町は中級～下級の家臣が住んでいたようで
ある。
D．枕町
　枕町は総坪数の平均が侍町の中で 2 番目に低
い値であり、建坪でも 2 番目に低い値である。
ただし総坪数 407 坪、建坪 28 坪で、さらに塀
重門を備えており、枕町の中で際立つ存在の家が
１軒ある。また、枕町には士分長屋が 1 棟ある。
１軒を除き枕町は下級家臣が住む町であったよう
である。
Ｅ．石津
   総坪数で石津は他の侍町に比べて非常に値が大
きい。また、城郭に近い東半分がより総坪数が大
きく、それに比べて西半分が少なくなっている。
建坪も他の侍町に比べて高い値である。２軒の物
頭、御用人が居り、身分の高い家臣であったこと
がわかる。また、すべての屋敷に長屋門もしくは
塀重門が備えられている。これらのことから石津
は身分の高い家臣の町であったことがわかる。
F．坂下ノ谷
　総坪数の平均はそれほど高い値ではない。しか
し南半分と北半分に分けると南半分は平均 731
坪、北半分は 257 坪であり、大きな差が出る。
南半分でも特に西側で大きな値となっており、
1000 坪を超える屋敷もある。建坪では、これも
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総坪数と同様に南半分で高い値であり、北半分は
南半分に比べて低い値である。また、坂下ノ谷で
はほとんどの屋敷に門が備わっている。そして、
南半分のほとんどが長屋門、北半分のほとんどが
塀重門となっている。さらに２軒の年寄、町奉行、
郡奉行などの役職者が居り、南半分に高い役職の
家臣の屋敷が集中している。北半分にも代官や郡
奉行が居るが、総坪数が 188 坪の身分が高くな
い家臣も住んでいた。
G．樹木ヶ谷
　樹木ヶ谷は総坪数、建坪ともに侍町の中で一番
低い値となっている。樹木ヶ谷は、総坪数と建坪
にばらつきがなく、幕末絵図では侍屋敷と足軽屋
敷の混在が見られる。これらのことから樹木ヶ谷
は下級家臣の住む町であったことがわかる。
H．愛宕下
　愛宕下は総坪数でみると、石津、坂下ノ谷に比
べると低い値であるが、あまりばらつきがなく統
一的である。建坪は平均が 27 坪で、これも石津、
坂下ノ谷に比べて低い値であるが、建坪も総坪数
と同様にあまりばらつきがなく、総坪数、建坪の
平均は武家屋敷地域全体の平均とほぼ同じであ
る。愛宕下はあまり特徴がなく、平均的な家臣が
住んでいたと思われる。
　以上 8 つの侍町について総坪数、建坪などか
らその特徴について見てきた結果、横須賀の身分
制的配置の特徴が明らかになった。石津の東側、
坂下ノ谷の南側など城郭に隣接する地域に奉行な
どの最上級家臣を住まわせ、上級家臣は石津、坂
下ノ谷、一番町、二番町に住まわせた。上級家臣
以外を愛宕下、枕町、三番町に住まわせ、下級家
臣は樹木ヶ谷、枕町に住ませていた。このように
横須賀城下町では町によって身分の上下を区別し
て住ませていた。ただ、それぞれの町の中でも身
分に差が出ているところもあり、身分の高い家臣
と身分の低い家臣の混住があったと思われる。
Ⅳ．町屋地域の構造
（1）町屋地域の構造
　横須賀城下町の町屋地域は 13 の町によって成
り立っている。その配置は図 3 を見ると城の南
から東に延びる東西の街道に西から西新町、東新
町、軍全町の３町、その南の街道に西田町から川
原町まで９町が配置されている。これらの 12 町
は総称して横須賀惣町と呼ばれていた。そして城
から西に延びる街道に石津町が置かれている。
『庄屋覚帳』により作成
　まずはじめに町屋地域の人数、職業構成を見て
いく。表５は惣町と石津町の人数・家数を『庄屋
覚帳』からまとめたものである。この表を見ると
1722 年（享保 7）～ 1869 年（明治 2）の間で
は人数はおよそ 2500 人で、家数はおよそ 670
～680である。この13町のなかで川原町の人数・
家数が非常に多いことがわかる。町屋地域の人数・
家数は多少の人数の減少があるが、ほとんど変化
がない。
　職業構成については幕末期の『町内屋号調査』
によれば、酒造が 5 軒、商人宿・旅人宿が合わ
せて 5 軒などとなっている。また、『庄屋覚帳』
の 1710 年 （宝永 7）の記録では酒造人が 24 人
いたことがわかり、そのほか 1856 年（安政 3）
には郷宿が 47 軒、明治初年には砂糖、酢、醤
表５　町屋地域の人数・家数
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油、足袋などの職業があったようである（平凡社
地方資料センター編 2000）。酒造屋は宝永期の
記録から庄屋になっているものが多く、有力な商
人である場合が多いようである。1847 年（弘化
4）の記録では魚類の小売りをしている家が 59
軒あったことがわかる。これは町屋地域の約 1
割にあたり、横須賀城下町では魚商売が活発に行
われていたようである。同年の『庄屋覚帳』には
「町々肴商売之者浜表江罷越、取揚高之内荷物一
割当処寄場江成差出、其余を私共買取御家中様並
に町方小売行届候様仕残り魚者他所送りにいたし
候節者、渡世方利潤之第一に相成候」とある。こ
のことから近海で獲れた魚を城下町の肴寄り場へ
送るほか、他領へも魚を送っていたことがわかる。
また、この当時の肴寄り場は中本町、東本町にあ
り、そこに獲れた魚が多く集まっていたようであ
る。1707 年（宝永 4）の大地震によって横須賀
の入り江が消滅したことは図 4 と図 5 を見比べ
れば明らかであるが、この記録から横須賀湊が機
能しなくなってからも魚商売は活発に行われてい
たことがわかる。ただし浜から東本町・中本町の
寄り場へ魚を送る際は陸送しており、城下町完成
当初から横須賀湊を利用して栄えていた西田町、
東田町、東新町などの廻船問屋では湊機能の衰退
は非常に大きな問題であったと思われる。
　次に屋敷割についてみる。町屋地域全体の屋敷
割に関する資料は残っていないが、資料が残って
いる東新町の屋敷割についてのみ考察する。図６
は幕末絵図の東新町周辺を表したものである。こ
の図を見ると西新町・西田町～西本町・軍全町で
は「江戸型」の屋敷割であったことがわかる。中
央の空いたスペースは牢屋などに利用されてい
た。また、町割りは「竪町型」となっている。屋
敷割、町割りの両方とも古い型であり、城下町プ
ランの変容は見られない。その原因は地形的な制
約を受けプランの進展が不可能であったか、小規
模な城下町でありプランの進展が必要でなかった
のか、などさまざまなことが考えられるが史料が
不十分であるため本稿では考察することができな
い。1759 年（宝暦 9）の「東新町検地帳」（静
岡県編 1993 所収）によれば、東新町の表間口に
は統一性がない。最大の間口は西北 4 の 8 間 4
尺6寸で、最小は西北10の1間4尺である。また、
間口が 2 間台～ 3 間台の屋敷が多いようである。
図６　幕末期の町屋地域の屋敷割　　「横須賀城古図」より引用
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特徴的なのは間口の売買が活発に行われていた
ということである。この資料に書かれているだ
けでも 7 つの屋敷で間口の売買が行われている。
また、西北 1 ･ 2、8 ･ 9、14 ･ 15、東 6 ･ 7、南
西 5 ･ 6、8 ･ 9、 南 東 5 ･ 6、8 ･ 9、12 ･ 13、
14 ･ 15 などの多くはおそらく間口を 2 等分した
ものである。さらに 61 軒中 43 軒が半家である
ことからも間口の売買が活発に行われ、間口規模
が不統一になっていったのである。また、南西 7
では軍全町の者に売り渡しており、東新町の中だ
けでなく隣町との間口の売買も行われていたよう
である。
　最後に三熊野神社大祭（以後三社祭礼とする）
についてみていく。三社祭礼の起源は古く、少
なくとも 1040 年以前から行われていたようであ
る。三社祭礼は地固めの舞、田遊のような神事の
部分と、祢里（山車）の巡行や踊り、狂言という
付祭の部分に分かれる。神事の部分は古くから三
熊野神社周辺の村で行われており、付祭は 14 代
城主西尾忠尚の家臣が江戸天下祭りの文化を横
須賀に伝えたものだといわれている。また、付祭
は横須賀惣町の祭りであり、娯楽のための祭りで
あった（大須賀町教育委員会 1991）。このよう
にはじめは村の祭りであったが付祭が行われるよ
うになり、村と町がそれぞれの役割を担って１つ
の祭りとなった。祭りが城下町に取り込まれた背
景には、領主が領民統治の材料として祭りを用い
ていたと思われる。
　また、三社祭礼の中で町人の参加している付祭
は町政に左右されるものであった。『庄屋覚帳』
の記録では、確認できるだけでも 1836,7 年（天
保 7、8）、1861 年（万延 2）は「穀高にて町方
一統至困窮に相成候処―（中略）―三社祭礼付祭
延年に仕度―後略。」というように米穀が高値に
なり町方が困窮であるため庄屋が中止を請願した
のである。そのほか地震や洪水の際も延期や中止
になっていた。また、祭礼前には庄屋達が会合
を開き、付祭について協議していた。このように
三社祭礼においても庄屋が取り決めていたのであ
る。付祭では隣の町との関係も重要である。屋形
の持ち運びでは、隣町が見舞に来て屋形を持ち運
ぶことや、狂言では朝出立の際に役場まで送り届
けることが決められており、隣町との付き合いが
多かった。ここから領主が領民統治の一環として
三社祭礼を用いていたことが伺える。
   
（2）石津町の配置と町政
   横須賀城下町の町人町のうち惣町 12 町は城の
東の街道沿いに集中させて配置されているが、石
津町のみ城の西に配置されている。なぜ石津町の
みが城の西側に配置され、他の町人町と離れた場
所にあるのか。
   石津町の成立年については詳しいことはわかっ
ていないが、12 代城主の時（1645 ～ 1682）に
完成している。ただ、石津町は町人の町ではなく
村であったが、町並みに家が並んでいたので石津
町といわれ、城下町の一部として扱われた（町誌
編纂委員会編 1980）。1692 年（元禄５）の家数・
人数改の記録では石津町のうち 14 軒が百姓屋敷
であり、それ以外は町屋敷であった。このことか
ら元禄期には町人と村人が混住していたようであ
る。だが、城下絵図では町人町として描かれてお
り、町人町として認識されていたのである。
   1837 年（天保 8）の『庄屋覚帳』の記録では、
この年は米穀が高値になり、困窮の者が出てき
た。「町々在々極困窮之者―（中略）―石津町を
除十二町之内成る可の家々弐百文以上段々志集
―（中略）―町々右之志を請候家数〆弐百五拾壱
軒―（後略）。」というように石津町を除いて惣町
で金銭を集め、困窮の者に分け与えたのである。
この時は惣町の中だけで金銭の収集と分け与えを
行っている。『庄屋覚帳』の次の記事を見ると、
御用達衆から困窮の者に米が与えられたようであ
る。この米は惣町とともに石津町にも与えられて
おり、石津町でも困窮の者が出ていたようである。
そうすると、金銭の収集と分け与えで石津町が除
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かれたのは、石津町は町人町として扱われていた
が惣町とは区別されていたためであると考えられ
る。このことは石津町のみ三社祭礼に参加してい
ないことからもわかる。三社祭礼は町民の最大の
娯楽であり（大須賀町教育委員会 1991）、これ
に参加していないということは石津町が完全な町
人町とは認識されていなかったといえる。
   次に町政運営についてみる。町屋地域では災害
時や城の堀の普請の時などに御用人足が課され
た。この御用人足について一例を挙げる。1840
年（天保 11）11 月に町屋地域で大火があった。
西本町、中本町、東本町が焼失し、中本町は全焼
するという被害が出た。この際、被害にあった西
本町、中本町、東本町を除いた惣町と石津町に御
用人足が課された。人足の数は、1868 年の人口
と照らし合わせると惣町では人口のおよそ 3 ～ 4
割、石津町では 1 割強であった。人足数の大小
はあるが、御用人足において石津町は惣町と区別
なく同様の役を課されていたのである。町屋地域
の運営において石津町と惣町の大きな違いは庄屋
の存在である。庄屋は横須賀城下町の町政の運営
において重要な役割を果たしている。神社や堀の
普請、祭礼の取り決め等の領主からの命令は庄屋
が町奉行所に集められ、そのあと庄屋達の相談の
上町人に知らされ、先述した御用人足なども庄屋
達が相談し人足の振り分けをしていた。また、町
から領主や役人への請願などは庄屋を通して伝え
られていた。このように庄屋は領主・役人と町人
の間に入り、町政の運営に大きな影響を与えてい
た。また、庄屋は毎月交替で総代役（月番庄屋）
を務めていた。しかしながら、『庄屋覚帳』の記
録で庄屋連判の際に石津町のみ庄屋の名が出てい
ないことや、『庄屋覚帳』に一度も石津町の庄屋
の名が出ていないことから、石津町には庄屋がい
なかったことがわかる。町政の運営を担っていた
庄屋がいなかったことから、石津町の町政での役
割は小さく、町屋地域の運営にもあまり影響しな
かったのである。石津町は城の西に配置されたの
ではなく、そこに村の町並みがあったため町とさ
れ、城下町に編入されたのである。
Ⅴ．おわりに
　本稿では、横須賀城下町の変遷過程と地域構造
を解明することを目的としてきた。本稿の要約を
する。
　城下町建設は２代城主の時から始められ、元三
社市場の町場であった本町付近を核に町割を行っ
ていった。第１次建設期では本町、第２次建設期
に新町、田町、軍全町が完成した。第３次建設期
では町人町の新屋町、十六軒町、河原町、侍町の
一番町～三番町が建てられた。第４次建設期では
侍町の愛宕下、樹木ヶ谷、枕町と石津などの足
軽町が建てられた。城下町の建設は、町屋地域
は 50 年程度で完成し、武家屋敷地域を含めても
100 年以内に完成している。
　武家屋敷地域の身分制的配置では城郭に隣接す
る石津、坂下ノ谷に最上級家臣の屋敷を配置し、
一番町、二番町に上級家臣、樹木ヶ谷、枕町に下
級家臣に屋敷を配置した。このように横須賀城下
町の武家屋敷地域では明確な身分制的配置が行わ
れていた。しかし、幕末期になると身分制的配置
が緩和した結果、屋敷の細分化、家臣の混住化が
進み地域制が失われて、領主の意図が反映されな
くなっていった。また、細かく見ていくと一番町
～三番町では上級家臣の住む地域で屋敷の細分化
が起こり、中級～下級家臣の住む地域では屋敷の
細分化が起こっていないことから、中級～下級家
臣が上級家臣の住む地域に進出していったのであ
る。
　一方、城下町建設当初から経済を支えていた湊
の機能の衰退は町屋地域の構造に大きな変化をも
たらした。湊機能の衰退により海上輸送は減少し、
陸上輸送が大きなウエイトを占めるようになる。
それに伴って町屋地域の中心地も田町、新町など
水路沿いの町から、魚介類の集積地であり、多く
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の物資が集まる本町周辺に移っていった。町屋地
域では町政に領主の意図が反映し続けていた。三
社祭礼は領民統治の手段として城下町に取り込
み、町同士の均衡のとれた関係を維持することを
ねらっていた。御用金、御用人足、三社祭礼など
の取り決めを行っていたのは庄屋であり、領主と
ともに町政に大きな影響を及ぼしていた。また、
石津町は町屋地域を構成する惣町とは区別されて
おり、町政で重要な役割を担っていた庄屋がいな
かったため、町政の運営にあまり影響しなかった。
　横須賀城下町の構造を明らかにするには、町屋
地域をよりミクロなスケールで分析し、町人町の
相互関係や地域的差異、主要産業の酒造、漁業に
ついて明らかにする必要がある。このように町屋
地域においては研究の余地は十分残っており、こ
れらを解明することが今後の課題である。
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